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桑地区の風土性調査について

「風土」とは、地域の自然に対して人間が暮らしと生業を通して働きかけることで

かたちづくられる、人々が生きる環境のこと*1を言います。人々が生きる環境、そ

れは私たちの身近な世界、生活世界のこと*2 でもあります。

地域の風土（生活世界）を、あらためて把握するために、

①地理学や民俗学的な視点で地域を見て歩く「踏査」（現地調査）

②アンケートや聞き取りを行う簡易社会調査

③小山市史や研究論文などにあたる文献調査

これらを組み合わせた風土性調査を実施しています。

桑地区は令和５年8月から10月の期間に調査を行いました。

この概要版は、その調査成果の報告書「桑地区 基礎資料」から主なトピックを抜

粋し、一部に加筆を加えたものです。報告書の完全版（A4版●ページ）やアン

ケート集計結果報告書（同・67ページ）は、最後に紹介するリンクから閲覧ができ

ます。

*註1：出典 薗田稔編 『神道』 （弘文堂、1988年） 
*註２：出典 アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン 『生活世界の構造』 （筑摩書房、2015年）
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小山市南東部を縁どる西仁連川（にしにれがわ／江川）は、桑地区の弁天沼から南へ流れる。写真は萱橋と向野の間を抜ける同川を写し
たもの。2021/09/16
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4-3 大切に守っていきたい、桑地区の小さな自慢
アンケートの設問【5】で「大切に守っていきたい、桑地区の「小さな自慢」は何でしょうか？」と問い、聞き取りを

もとに用意した選択肢から3つを選んでもらいました。

地域の歴史的資源

23.8%

地域コミュニティの繋がり

地域の景観

地域に残る自然環境

利便性が高いこと

23.2% 16.4%

地域の産業

街路樹や公園、平地林などまちなかに残る自然

買い物の利便性

地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺

まちなみや景観

交通の利便性

地域の農業

公民館で行われる祭りやイベント

消防団や自治会活動等、地域の助け合いの活動

各地域に残る歴史ある建物や古木

各地域に残る祭りや風習、伝統芸能

趣味やスポーツの地域のサークル

地域の商業

地域の工業

243
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58

23

23

16.1% 9.2%

その他と無記入を除いた選択肢を、6つの領域に分けて全体に占める割合を出してみると……

生活の利便性は保ちながら、残された自然を守りたい
桑地区のアンケート回答者の方々の、３人にひとりが大切に守りたいこととして「まちなかに残る自然」「買い物の利

便性」を選択しています。また、領域を上の棒グラフのように６つに分けて見てみると、地域の歴史的資源（史跡、寺

社、建物、古木、伝統芸能など）、生活の利便性（交通・買い物）の領域への関心が高いことがわかります。年代別で

は、20代、40代、50代の方々では「まちなかに残っている自然」が最多、30代は「買い物の利便性」が最多、60代、

70代の方々では「地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺」が最多となっています。（詳細は「アンケート集計結果報

告書」に掲載）

数字は回答者数。その他33名、無記入70名。

11.3%
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桑地区の大切に守りたいことについて、アンケートの設問【５】に寄せられたコメントとグループインタビュー

（①自治会長さんのグループ②子育て世代のグループ③農業従事者のグループ、合計16名）で語られたご意見の一部を紹介します。

平地林などの自然環境を守りたい
●今まで気にしていなかったが、平地林(雑木林)がこの数年で一気になくなって嫌な町

になったなと感じている　●自然豊かな環境をこわさず残してほしい！又、過度な開発

もしてほしくない。急激な開発により住宅だらけになり、いろんな人が大量に入る事に

より地域住民や自治会との亀裂が生じている事例もある　●豊かな自然の中で、はぐ

くまれる尊いもの、人々の心の潤いを感じる大切なもの、桑地区がもつ魅力は、まちな

かの持つ特色とは違って、その辺りにあると思います。田園環境都市の中にステキな

音楽が流れるような、そんな未来を期待してもいいでしょうか！

歴史的な資源、コミュニティの繋がりを守りたい
●神社やお寺などは古くからこの地区を見守ってきており、暮らしている人々の心の拠

り所や、安寧を求める場所になっているので大切にしたい　●自治会、育成会、PTAな

どさまざまな主体や連携してのイベントや行事は、移り住んできた親子が参加したり、

子供の心に残って将来につながったりする意味がある
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風土性調査報告「桑地区 基礎資料」(II踏査及び文献調査による報告)より。
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●はアンケート、 ●はグループインタビュー記録より
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どちらかと言えば「開発より保全と循環」＋「脱・車社会」を支持する声が
７項目は、A/G/Dがどちらかというと「開発志向」の内容です。大きな差異が出たわけではありませんが、先に同じ設問で調

査を終えた他の地区（豊田・小山・大谷北部中部・大谷南部）と同様に、総じて、「商業・工業が発展し経済的に発展するこ

と」「平地林や空き地に宅地造成を進めること」より、「農業・環境保全を大切にすること・空き家などあるものの利活用をす

ること」への支持・共感が高い傾向にあり、また、車社会としての利便性より、車がなくても移動しやすい環境を望む声が上

回っています。

20代に着目して年代による差異を見る
「そう望む」という積極的支持の割合を、年代別に見ていくと、20代の支持が他の年代より15%～20％上回っている項目が

あります。（B）地域の農業が大切にされ～（最多20代：65%>最少40代：47%）、（C）環境保全型の農業が（G）車社会に対

応して～（最多20代：65%＞最少70代～:31%）。アクティブに車で行動し、なおかつ、地産地消や環境保全型の農業、空き

家の利活用を志向している人たちが少なくはない年代のようです。

７項目の全文は、以下の通り。（Ａ）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている小山市（Ｂ）地域の農
業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている小山市（Ｃ）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保た
れ、コウノトリも増えている小山市（Ｄ）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える小山市  （Ｅ）
空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む小山市（Ｆ）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で
安全・快適に移動できるまちづくりが進む小山市（Ｇ）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる小山市

0%

（Ａ）商業・工業が発展、経済的な成長や活力

（Ｂ）農業重視。地産地消・食料自給率が上がる

（Ｃ）環境保全型農業で環境保全、コウノトリも増える

（Ｄ）平地林や空き地に宅地開発が進み移住定住が進む

（Ｅ）空き家の利活用で住宅整備やまちづくり

（Ｆ）公共交通機関、徒歩や自転車で移動環境が整備

（Ｇ）車社会に対応し駐車場やバイパスの整備が進む

そう望む

このグラフでは「無記入」を除外しています。（A)が6%、他は5%です。

20% 40% 60% 80% 100%

どちらかといえば望む どちらかといえば望まない 望まない わからない

41% 34%

47% 35%

9%

9%

4%

4%

53% 34% 2%1%

6%

7%

5%9%

4%

1%

37%

71%

49% 32%

21%

田園環境と都市環境の調和がとれたまちづくりへ5

次に、アンケート集計結果より、「20年後、30年後の小山市の望ましい都市環境のあり方に

ついて」尋ねた【7】の結果を紹介します。例示した小山市の将来像７項目について、それぞれ

「そう望む・どちらかと言えば望む・どちらかと言えば望まない・望まない・わからない」から選

んでいただきました。桑地区の皆さんからの、未来の小山市への視点です。

2%

1%

0%

49% 37% 4% 4%2%

3%3%

11%33%
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次に設問【７】の自由記述欄（30年後へのご意見）に寄せられたコメント全件で多用された言葉を紹介します。テキス

トマイニングという解析ツールによるキーワードの抽出です。基本的には語られた回数が多いもので大きく表示され、

調査対象に特徴的に使用される「おーバス」などの固有の単語は重視される統計処理法が用いられています。一つの

参考としてご覧ください。

主なキーワードごとに、コメントを少し紹介します
公園　●公園も広いだけでなく、水の流れや日陰があり、林や木を利用した公園が良い 

●公園が少なすぎる。もっと増やすべき。人口だけ増えてもそういったことに理解がない

と住み続けたいとは思わない　

整備　●食料不足に陥っても、市民の食糧事情が貧困にならないよう、段階的にの農

業を振興整備していくようお願いします　※他に整備を希望するものとして「公園」「道

路」「インフラ」「上下水道」「外国人受け入れの法整備」「小山駅周辺の環境整備」があ

がっています。

開発　●平地林の開発が進んでいるのが現状です。（ここ1～2年で無くなりました。ミミ

ズクやカッコー、オオタカがいなくなりました）平地林を作るのに百年かかると専門家は

言っています。環境にとって大損失です。市の条例にてこれ以上乱開発をやめさせてく

ださい　●新たな宅地開発はやめて、空き家が多い旧住宅街の改修を

おーバス　●おーバスの本数を増やしてほしい　●暑い中、日陰がない停留所でずっと

長く待っている人をよく見かけます　●おーバス羽川線の慣性的な遅延を解消してほし

い　●できればスクールバス化してほしい　●萱橋地区のおーバス開通を前向きに検討

して頂きたい

アンケート調査【７】30年後の小山市のあり方についてのご意見33,249字から抽出（※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）
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